






































































Trial International Collaborative lesson using Common Subject 
What serves as a backdrop to the student work of a CAPELLAGÅRDEN School of Arts and Kraft
●  小松研治、渡辺雅志／富山大学芸術文化学部
 　 KOMATSU Kenji, WATANABE Masashi / The Faculty of Art and Design, University of Toyama
● Key Words : Sweden, Capellagården, industrial arts, design, conception, teaching materials, environment
一般論文 平成 19 年 6 月 27 日受理












































































での展示「2007年１月28日～ 2 月 4 日」
　　　　高岡短期大学部：TSUMAMA−HALLにて展示
（写真 1 ）「2007年 4 月16日～ 4 月20日」



































役割を複合させた作品（写真 2 、 3 ）、伏せて置けば無
垢の木材に見えるという意外性を持たせた作品（写真
4 ）、塩化ビニール合板を用いてメモ書きの機能を持た




































































































































































































































































































して−、平成 5 年 3 月、高岡短期大学紀要、第 4 巻、














8 巻pp.89 ～ pp.106 
６．小松研治・小郷直言  作業環境の共有、平成11年 3 月、
高岡短期大学紀要、第13巻pp.51 ～ pp.66
55Bulletin of the Faculty of Art and Design, University of Toyama, Vol. 2, December 2007


















58 富山大学芸術文化学部紀要　第2巻　平成19年12月G E I B U N 0 0 2 :
写真18　重いトレーを腹部に当てて持ち運ぶための曲面を持つ。
写真21　デカンタとワイングラスを安定して運ぶためのトレー。
写真20　写真13の引き出し裏のマグネット。中央で止める工夫。
写真19　持ち手が格納される構造。曲げ加工は成形合板の技術。
写真22　ハンドルーターを使用した様々な溝加工。
写真25　裏のマグネットバーを外して、写真24を丸めた状態。
写真24　針葉樹の松材を細い棒状にして使用している。
写真23　写真16の脚が出ている状態。
